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い
つ
も
な
が
ら
に一
期
一
会
の
出

会
い
の
旅
。横
田
村
詮
の
名
誉
回

復
を
念
じ
て
小
生
を
鞭
撻
す
る

中
村
氏
を
名
乗
る
勝
さ
ん・
郁

夫
さ
ん
が
現
住
地
の
熊
本・鹿
児

島
に
有
言
実
行
を
旨
と
し
て
招

待
し
て
く
れ
、四
〇
〇
余
年
の
昔

と
今
の
視
点
を
共
有
し
て
中
村
一

氏
の
後
裔
の
現
在
を
再
認
識
す

る
。三
月
二
六
日
の
N
H
K
文
化

セ
ン
タ
ー
の
講
座
の
後
半
を「
自

習
」と
し
て
十
四
時
二
六
分
徳

島
発
、岡
山
か
ら
山
陽・九
州
新

　

幹
線「
さ
く
ら
」で
十
九
時
十
四

分
熊
本
着
。十
九
時
開
演
の
第

十
五
回
桜
灯
籠
ま
つ
り
に
協
賛

す
る
肥
後
金
春
流
本
丸
中
村
会

（
中
村
勝
）の
奉
納
す
る
謡
・
仕

舞
稽
古
会
に
間
に
合
わ
せ
る
。

加
藤
清
正
の
霊
廟
、供
華
院
の

本
妙
寺
を
中
心
に
九
頭
塔
が
並

ぶ
参
道
に
桜
灯
籠
が
並
べ
ら
れ

七
部
咲
き
の
桜
並
木
を
多
く
の

人
々
が
散
策
す
る
。妙
心
院
本

堂
で
金
春
流
の
謡・仕
舞
が
三
〇

余
人
で
演
じ
ら
れ
て
い
た
。終
演

後
に
中
村
勝
さ
ん
を
中
心
に
会

食
が
さ
れ
、遠
路
か
ら
の
珍
客
と

　

し
て
紹
介
さ
れ
、戦
国
天
下
人

三
好
長
慶
を
P
R
し
要
望
さ
れ

た
阿
波
踊
り
の
踊
り
方
を
伝
授

し
、共
々
に
踊
って
盛
り
上
っ
た
。

　

そ
の
昔
と
な
っ
た
阿
波
藍
の

流
通
史
の
研
究
を
継
続
し
て
リ

タ
イ
ア
後
に
宝
悦
丸
藍
の
旅
を

実
行
し
て
い
た
ら
一
番
に
訪
ね
て

い
た
だ
ろ
う
肥
後
・天
草
・
薩
摩
・

大
隅
売
場
、そ
の
地
を
旅
す
る
。

本
妙
寺
本
堂
前
に
阿
波
藍
玉
大

栄
講
寄
進
の
一
対
の
高
灯
籠
が

嘉
永
三
年
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。

宮
島
惣
兵
衛・元
七
、萬
屋
久
兵

衛
の
株
仲
間
の
名
が
刻
ま
れ
る
。

　

本
妙
寺
か
ら
の
峰
続
き
の
山

上
に
桜
花
に
飾
ら
れ
る
よ
う
に

堂
々
た
る
加
藤
清
正
の
銅
像
が

建
立
さ
れ
て
い
る
。一五
八
七
年
の

九
州
平
定
戦
の
後
に
佐
々
成
政

が
肥
後
に
封
ぜ
ら
れ
た
が
検
地

強
行
に
反
撥
し
た
国
人
一
揆
で

翌
年
に
切
腹
に
追
い
こ
ま
れ
た
。

そ
の
後
に
肥
後
北
半
一九
万
五
千

石
に
清
正
が
封
ぜ
ら
れ
、一五
九
一

年
か
ら
築
城
を
開
始
し
、朝
鮮

出
兵
、関
ケ
原
合
戦
の
激
動
の

中
で
築
城
が
進
め
ら
れ
関
ケ
原

合
戦
の
戦
功
で
清
正
が
肥
後
一

国
五
二
万
石
の
太
守
と
な
り
一六

〇
六
年
完
成
さ
れ
て
隈
本
を
熊

本
と
し
て
一
六
一一
年
に
逝
去
す

る
ま
で
熊
本
城
に
君
臨
し
た
。

清
正
は
石
垣
造
り
・
築
城
の
名

手
と
し
て
今
に
残
る
広
大
高
層

な
石
垣
を
築
い
た
。そ
の
技
法
は

基
盤
部
の
勾
配
は
緩
や
か
だ
が

上
部
が
垂
直
と
な
る「
武
者
返

し
」。そ
れ
は
朝
鮮
出
兵
の
時
に

難
攻
不
落
で
あ
っ
た
蔚
山
倭
城

の
石
垣
に
学
ん
だ
も
の
と
さ
れ
る
。

清
正
の
子
の
忠
広
が
一六
三
二
年

に
改
易
さ
れ
細
川
氏
に
修
築
さ

れ
て
現
在
の
九
八
万
平
米・周
囲

五
．三
キ
ロ
米
と
し
て
存
在
す
る
。

西
南
戦
争
の
時
に
天
守
閣
な
ど

が
焼
け
た
時
に
細
川
氏
の
名
は

出
ず
、清
正
公
さ
ん
の
城
が
焼

け
る
と
嘆
い
た
と
言
う
。現
在
に

も
何
故
か
熊
本
で
は
清
正
公
と

は
呼
ば
ず
、「
せ
い
し
ょ
こ
さ
ん
」

と
し
て
人
気
絶
大
。（
こ
こ
ま
で

書
い
た
四
月
十
四
日
午
後
九
時

二
六
分
に
熊
本
に
震
度
七
の
地

震
発
生
が
緊
急
速
報
で
報
道
の

不
思
議
）。

　

な
お
中
村
勝
さ
ん
宅
で
奥
様

手
作
り
の
昼
食
を
よ
ば
れ
、肥
後

金
春
の「
秘
伝
書
」（
文
化
財
指

定
）を
拝
見
し
、そ
の
秘
伝
を
阿

波
藩
二
代
藩
主
蜂
須
賀
忠
鎮

（
忠
英
）が
熊
野
午
王
誓
紙
に
誓

文
血
判
し
て
伝
授
さ
れ
て
い
る
の

に
、び
っ
く
り
ぎ
ょ
う
て
ん
。

　

二
七
日
夕
刻
に
宿
泊
の

K
K
R
ホ
テ
ル
ロ
ビ
ー
で
中
村
勝

さ
ん
と
中
村
郁
夫
さ
ん
の
握
手

で
小
生
が
伝
達
さ
れ
る
。翌
日
に

天
草
の
五
輪
町
御
領
の
芳
證
寺

の
郁
夫
さ
ん
の
先
祖
供
養
さ
れ

る
墓
所
、隣
接
の
西
明
寺
で
の
住

職
父
子
の
ご
好
意
で
所
期
の
目

的
達
成
で
大
喜
び
。芳
證
寺
境

内
に
五
〇
〇
年
を
超
え
る
大
樟
、

そ
の
樹
霊
に
聞
く
。墓
所
の
中

央
に
大
庄
屋
長
岡
家
の
始
祖
細

川
与
一
郎
興
秋（
細
川
忠
興
と
ガ

ラ
シ
ャ
の
第
二
子
）の
墓
碑
が
あ

る
。何
？
？
と
し
、「
儒
者
中
天

錫
先
生
の
墓
」の
御
領
ま
ち
づ
く

り
振
興
会
の
案
内
板
を
読
む
。

「
御
領
組
大
庄
屋
七
代
中
村
養

左
衛
門
茂
済
の
嫡
子
中
村
嘉
七

郎
隆
成
、天
錫
と
号
し
た
。二
二

歳
で
大
庄
屋
見
習
い
と
な
っ
た
が

病
身
の
た
め
大
庄
屋
職
を
弟
に

譲
り
、明
和
三
年（
一
七
六
六
）京

医
療
法
人
の
承
継
対
策　

労
働
契
約
法
と
の
関
係

社
会
保

険
と
の
関
係

←

定
着
す
る
人
事
評
価

制
度
を
考
え
る

相
続
税
の
問
題
は
増
税
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、家
族
が
向
き
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
未
来
に

直
面
し
て
い
ま

す
。

世
界
観
を
伝
え
る
た
め
に

近
江
水
口
へ
の
中
村
一氏

売
上
を
伸
ば
す
方
法

輸

出

を

考

え

た

場

合

の

メ

リ

ッ

ト

※
カ
ン
ク
ン
…
メ
キ
シ
コ
の
都
市

目
標
管
理
制
度
の
目
的

定　

 

量　

 

目　

 

標

国

内

法

の

成

立

大阪市福島区の玉川四丁目交差点の野田城跡碑

広島県立文書館の三好家文書展資料

久米田寺案内板

揺
れ
る｢

天
下｣

の
動
向

ひ
い
き　

め

じ
ゃ 

ま 

な
か

せ
い  

し
ょ   

こ   

さ
ま

う
る 

さ
ん

（
打
か
）

（
打
か
）

ま
る
ほ
っ
け

區鳥

戦
国
お
も
し
ろ
百
話

〜
大
河
ド
ラ
マ『
南
海
道
の
晴
嵐
』を
期
し
て（
一八
三
）

文・出 

水　

康 

生

三
好・織
田・豊
臣・徳
川
時
代
に
生
き
る
横
田
内
膳
正
村
詮

阿
波
岩
倉・和
泉
岸
和
田・近
江
水
口・駿
河
駿
府・伯
考
米
子
へ
の
変
転（
十
一）

Monthly Topics

熊本城の高石垣と天守閣

上桜城の上から岩倉城方面を眺む

〝

〞

謹
賀
新
年

　　　 横田内膳正村詮の

｢了性院殿法顔宗栖大居士｣の位牌

極楽寺の門前の野田城趾碑

石山本願寺に対応した極楽寺門前の證如上人の石碑

野田･福島合戦当時の湿地デルタ地帯の状況

康長の大坂の陣の頃の野田･福島の地形図

清
正
公
様
と
照
国
公

横
田
内
膳
の
こ
と

天草の五輪町御領の芳證寺の中天錫の墓碑

｢勝瑞城館まつり｣で風流傘

街角おどりの風流

｢勝瑞城館まつり｣で風流傘

ひ
な
せ　
　
　

し
ず
た
に

紀伊の有田川から眺望する紀伊和泉の山脈

『
石
谷
家
文
書
』の

 　
　
　

 

三
好
長
慶
書
状

広
島
藩
士
三
好
氏
の
系
譜

せ
い 

し
ょ    

こ

き
よ 

ま
さ 

こ
う

本妙寺本堂前一対の阿波藍師寄進の高灯籠

加藤清正の銅像

・・・

・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
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ま
ず
ど
こ
を
掘
る
か

日
本
を
外
か
ら
見
る

←

定
着
す
る
人
事
評
価

制
度
を
考
え
る

成

功

す

る

起

業

家

※

最　
　

後　
　

に

幸

せ

の

タ

イ

プ

世
界
観
を
伝
え
る
た
め
に

変
動
費
化
実
現
へ
の

３
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

： ：

わ
が
国
の
温
暖
化
対
策

に
関
す
る
方
針

※
カ
ン
ク
ン
…
メ
キ
シ
コ
の
都
市

※

ハ
イ
リ
タ
ー
ン
人
材

の
育
成

目
標
管
理
を
成
功
さ
せ

る
た
め
の
鍵

自
社
コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン

ス
形
成

①
短
期
的
な
取
り
組
み

・
業
績
賞
与

・
成
果
配
分
制
度

・
年
俸
制

・
個
人
賃
金
変
動
費
化

②
中
長
期
的
な
取
り
組
み

・
人
材
育
成

・
ポ
イ
ン
ト
制
退
職
金

・
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン

③
賃
金
以
外
の
取
り
組
み

・
人
材
ミ
ッ
ク
ス

・
業
務
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

㌧

長島愛生園の歴史館、万人の思いがこもる

蘇鉄の寺の妙国寺、樹齢1200年の蘇鉄

虫
明
迫
門
の
曙

鳥
取
藩
士
大
島
氏
の
こ
と

都・大
坂
に
出
て
諸
大
家
の
門
を

た
た
き
経
学
・
漢
学
を
修
め
詩

文
を
磨
い
た
。明
和
五
年
中
村

頣
亭
没
後
義
父
小
山
清
兵
衛

（
大
島
郷
）の
援
助
を
得
て
、私

塾「
正
倫
舎
」の
跡
を
継
ぎ
、子

弟
の
教
導
に
当
た
る
。寛
政
元

年（
一
七
八
九
）四
六
歳
で
没
し
、

た
め
に
正
倫
舎
も
廃
絶
し
た
。」

郁
夫
さ
ん
の
語
る
伝
承
を
墓
碑

が
証
明
し
、「
五
輪
町
史
」で
確

認
さ
れ
る
。天
草
下
田
温
泉
の

望
洋
閣
ホ
テ
ル
で
夕
日
を
眺
め

宿
泊
。翌
日
に
与
謝
野
鉄
幹
ら

が
訪
れ
た「
五
足
の
草
鞋
」の
伝

承
が「
五
足
の
靴
」と
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
苦
笑
。大
江
の
天
主

堂・崎
律
の
天
主
堂
な
ど
キ
リ
ス

ト
教
遺
跡
に
学
ぶ
。フ
ェ
リ
ー
で

九
州
本
士
に
渡
り
薩
摩
半
島
の

南
端
の
坊
の
津
ま
で
長
駆
し
て

十
九
時
過
ぎ
に
民
宿
に
到
着
。

宿
の
お
か
み
さ
ん
の
お
も
て
な
し

を
う
け
、由
緒
を
語
り
あ
い『
怨

み
ま
す
る
ぞ
信
長
殿
』の
メ
イ
著

を
寄
贈
。薩
摩
富
士
の
開
聞
獄

　

を
眺
望
。北
上
し
て
島
津
氏
分

家
重
富
家
の
墓
所
紹
隆
寺
を
訪

ね
廃
仏
毀
釈
で
破
壊
さ
れ
た
紹

隆
寺
再
興
に
郁
夫
さ
ん
が
共
々

に
尽
力
さ
れ
た
跡
を
実
見
す
る
。

宮
之
城
家
の
宗
功
寺
墓
所
の
中

国・琉
球
文
化
の
影
響
を
思
わ
せ

る
祠
堂
型
の
墓
碑
の
威
容
を
見

る
。史
跡
に
指
定
さ
れ
る
直
前

に
鹿
児
島
城
山
に
建
て
ら
れ
た

豪
壮
な
鹿
児
島
観
光
ホ
テ
ル
。

城
山
下
山
途
中
で
西
郷
隆
盛
ら

自
刃
の
洞
穴
。知
覧
特
攻
平
和

余
館
で
千
々
に
乱
れ
る
思
い
で
寡

黙
と
な
る
。知
覧
佐
多
氏
の
武

家
屋
敷
郡
、重
伝
建
に
指
定
さ

れ
両
側
の
武
家
屋
敷
に
築
か
れ

た
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
的
な
植
込

み
、枯
山
水
の
年
輪
を
重
ね
丹

精
が
継
続
さ
れ
た
庭
園
に
驚
嘆
。

最
後
に
幕
末
の
名
君
島
津
斎
琳

が
開
明
的
な
事
業
を
展
開
し
た

磯
の
集
成
館
を
訪
ね
松
尾
千
歳

館
長
と
昵
懇
の
郁
夫
さ
ん
が
歓

談
。当
時
の
先
進
的
な
遺
品
を

見
学
。斎
琳
が
調
所
広
郷
の
財

　

政
改
革
に
よ
る
貯
金
を
使
っ
て

開
明
的
事
業
。そ
の
裏
面
に
阿

波
藍
の
薩
隅
売
り
が
シ
ャ
ッ
ト
ア

ウ
ト
さ
れ
た
こ
と
を
思
う
。こ
の

島
津
斎
琳
が「
照
国
公
」の
名
で

神
様
と
し
て
祠
ら
れ
て
い
る
。

　

ほ
ぼ
同
時
代
に
豊
臣
秀
吉
の

下
で
出
世
し
て
生
き
た
中
村
一

氏
と
加
藤
清
正
。一
氏
が
関
ヶ
原

合
戦
直
前
に
病
死
し
、幼
少
に

し
て
嫡
子
忠
一
が
伯
耆
米
子
十

八
万
石
に
封
じ
ら
れ
た
が
一六
〇

三
年
に
横
田
内
膳
正
村
詮
を
誅

殺（
横
田
騒
動
）し
、一六
〇
九
年

に
二
〇
歳
の
若
さ
で
病
死
し
、継

嗣
不
在
で
改
易
さ
れ
、そ
の
不
運

の
後
に
加
藤
家
に
縁
が
生
ま
れ

て
仕
官
し
、加
藤
家
の
一
六
三
二

年
の
改
易
の
後
に
は
細
川
家
の

能
楽
指
南
の
肥
後
金
春
流
で
中

村
勝
家
が
存
続
し
、中
村
郁
夫

家
も
加
藤
・
細
川
氏
と
の
縁
を

持
ち
な
が
ら
別
途
を
た
ど
っ
て

存
続
す
る
。　

　
一
氏
が
秀
吉
の
紀
州
雑
賀
攻

め
の
直
後
の
天
正
十
三（
一
五
八

五
）年
五
月
八
日
に
岸
和
田
か
ら

水
口
に
転
封
さ
れ
、東
海
道
の
要

衝
と
し
て
岡
山
城
の
築
城
を
開

始
す
る
。豊
臣
秀
長・秀
次
を
大

将
・
副
将
と
し
て
の
豊
臣
勢
一
〇

万
の
阿
波
を
主
戦
場
と
し
た
四

国
平
定
戦
の
決
着
し
た
八
月
に

秀
次
が
近
江
八
幡
に
四
三
万
石

の
大
名
と
さ
れ
、中
村
一
氏（
水

口
）・堀
尾
吉
晴（
佐
和
山
）・一
柳

直
末（
大
垣
）・山
内
一
豊（
長
浜
）

が
直
続
の
吉
田
吉
政
と
共
に
秀

次
の
年
寄
と
し
て
配
属
さ
れ
た
。

一氏
は
四
国
平
定
戦
に
は
参
加
せ

ず
、家
老
と
な
っ
た
横
田
村
詮
は

岡
山
城
の
築
城
と
城
下
町
の
形

成
に
尽
力
し
て
い
た
も
の
と
推

測
す
る
と
小
牧
・
長
久
手
の
合

戦
の
後
の
徳
川
氏
への
抑
え
と
し

て
の
水
口
の
重
要
性
が
理
解
さ

れ
る
。さ
ら
に
水
口
を
含
む
甲
賀

に「
甲
賀
ゆ
れ
」、そ
の
原
因
は

雑
賀
の
太
田
城
の
水
攻
め
の
堤

防
の
甲
賀
衆
の
受
持
ち
部
分
が

崩
れ
た
こ
と
で
山
中
新
左
衛
門

ら
が
改
易・追
放
さ
れ
た
と
い
う

事
で
あ
る
。一
氏
の
岡
山
城
の
築

城
は
甲
賀
地
方
の
近
世
へ
の
画

期
と
さ
れ
、城
山
の
山
下
の
武
家

屋
敷
、三
筋
町
の
西
出
口
の
石
橋

以
東
の
宿
場
町
の
原
形
が
一
氏
の

在
城
の一五
九
〇
年
ま
で
の
五
年

で
形
成
さ
れ
、増
田
長
盛
の
五
年
、

長
束
正
家
の
五
年
で
正
家
が
西

軍
に
味
方
し
て
関
ヶ
原
合
戦
後

の一六
〇
〇
年
九
月
三
〇
日
に
日

野
で
自
刃
し
た
こ
と
で
、岡
山
城

は
廃
城
と
さ
れ
る
。

　

水
口
の
地
は
延
喜
式
内
社
の

記
録
の
あ
る
水
口
神
社
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
伊
勢
参
宮
な
ど

東
西
南
北
の
交
通
の
要
地
と
し

て
開
か
れ
た
土
地
で
あ
っ
た
。四

方
を
眺
望
で
き
る
岡
山
に
中
村

一
氏
が
築
城
に
あ
た
り
、山
上
に

あ
っ
た
大
岡
寺
東
之
坊
を
現
在

地
に
移
転
し
城
下
の
拠
点
と
し

た
。

　
一
氏
は
城
下
町
形
成
の
時
に

中
村
氏
の
菩
提
所
と
し
て
天
正

十
六（
一五
八
八
）年
に
城
の
西
方

の
赤
堀
の
地
に
二
町
四
方
の
地

を
寄
進
し
て
、相
模
の
小
田
原
大

蓮
寺
か
ら
叡
誉
上
人
を
招
請
し

て
堂
塔
建
立
す
る
と
同
時
に
本

来
は
禅
宗
の
林
慶
寺
を
浄
土
宗

に
改
め
て
浄
慶
寺
と
し
た
。叡

誉
上
人
は
徳
川
家
康
と
縁
故
の

本
多
忠
勝
の
伯
父
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
関
ヶ
原
合
戦
後
に
家
康
が

浄
慶
寺
に
参
詣
し
て
寺
領
二
九

石
を
寄
進
し
、そ
の
時
に
家
康
の

家
と
松
平
の
松
で
家
松
山
と
山

号
を
与
え
、二
世
岌
誉
上
人
は

若
年
の
時
に
家
康
の
側
近
に
仕

え
た
こ
と
か
ら
、上
洛
の
時
に
浄

慶
寺
に
参
詣
宿
泊
し
て
大
徳
寺

の
寺
号
を
与
え
、山
門
に
三
葉

葵
紋
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

な
り
か
つ

岡
山
城
築
城
の
こ
と

今
に
し
て
ハン
セ
ン
病
を
認
識

・
・

・

河岸段丘の城地から岩倉城本丸跡

岩倉城本丸跡から上桜城方面を眺む

長宗我部勢と三好勢との間で謀略、
争奪戦が展開された重清城跡

い
く
さ

く
み

か
り

む
し
あ
け 

せ  

と

勝
瑞
か
ら
徳
島
へ

有田川町の山上から河内・和泉の間の山脈を眺む

近
江
水
口
で
の
中
村
一氏

野田･福島の合戦の時に三好康長ら一族が

野田藤歌を詠んだ野田藤神社の現在

だ

し

竹
久
夢
二
の
生
家

｢地蔵尊縁起｣の石碑

新良田教室の閉校時に建てられた碑

小堀遠州の工夫がされた山門前の参道と

   三葉葵紋の刻まれた大徳寺の山門

薩摩富士の開聞獄の眺望

中
村
一氏
、近
江
水
口
へ

岸和田合戦を見た久米田寺多宝塔

岡山城下の大岡寺本堂

岸和田合戦の由縁からの南海電鉄の蛸地蔵駅

中村一氏が近江水口の6万石に出世した
　　 岡山城を築城する岡山の画像

蛸地蔵駅を装飾する岸和田合戦の
　　 ステンドグラスの画像

『武家手鑑』『戦国遺文』に

収録された三好長慶書状

阿波岩倉城の大島氏系図

岡山城頂上の城跡

周山城と阿迦之宮の説明板

古い由緒のある水口神社


